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対 策 案 の 具 体 化 ・ 実 施 に つ い て  

(1) 対策案の具体化・実施に向けた整理 

 

実施している対策

対策の継続

対策の改善で対応可能か？

長期的視点にたった
新たな対策が必要

対策の改善

「あり方」の目標を満たしているか？

満たしている

協
議
会
事
務
局
（拡
充
）

可能 不可能

評価

評価

利尻山登山利用のあり方

すべての対策を実施するための企画立案・検証を同時に行うことは不可能。
【緊急性】・【実現性】の面から優先順位をつけて対応することが必要。

満たしていない

企画立案・検証

 

図 協議会事務局（拡充後）が扱うべきテーマの抽出イメージ 

 

緊急性　高

実
現
性
　
高

実
現
性
　
低

緊急性　低

比較的短期で実施に結びつけるため重点的に
検討すべきもの

対策の効果を高めるためのアドバイスをするもの
※対策として既に実施されている可能性が高い

すぐに実施できないが、課題とその解決方法に
ついて早い段階から検討を始めるべきもの

優先度　高

優先度　低

優先度の高いものから
低いものへ対象を広げていく

組織・しくみの発展

※緊急性、実現性とも、判定の要素が複数考えられる。

緊急性：固有の自然環境の喪失、登山者の利用状況、他事業との関連、　

実現性：対策の実施体制、難易度・継続しやすさ、実施コスト・費用対効果、地元の合意形成、専門知識・技術、　
 

図 対策の優先度決定イメージ 
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(2) 対策案・すでに実施されている対策の整理について 

 対策案の実施に向けた具体化や評価については新たな体制にゆだねていくこととなりましたが、対策

案やすでに実施されている対策への今後の対応の方向性を整理するために行います。 

 新たな体制で取り組みを始めるにあたって目安となるものを想定したまとめを考えており、本検討会

から協議会(事務局)への提案の一つとなるような整理を目指しています。 

 

 

＜すでに実施されている対策の整理の視点＞

■ 既に実施されている対策の今後の方向性

 

 

 

＜対策案の整理の視点＞

■整理の視点とその評価基準 

●緊急性：対処すべき課題の重大さ→検討を始める時期・タイミングに関係する。

●実現性：対策実施までに要する時間・労力の大小→検討プロセスに要する期間に関係する。

課題の抽出 課題の解決 実施方法の企画立案 対策実施

対策実施までのプロセス

緊急性：対処すべき課題の重大さ

検討プロセスにどのくらいの時間を要するか

実現性：課題の難しさ・複雑さ、求められる専門知識・技術、実施コスト、実施体制等

検討を始めるタイミング：将来を見据えて早い時期から検討を始めるべきかどうか

対 策 の 目 的 実 施 時 の 課 題 既 に 実 施 し て い る 対 策 の 内 容 等 緊急性 実現性

登山者に対する情報提供（現地）

登山の頻度が高い地域関係者のパトロール員腕章の携行

パトロールの常駐

登山口での電光掲示板等による通行止めの通知

対 策 案 対 策 の 目 的 実 施 時 の 課 題 既 に 実 施 し て い る 対 策 の 内 容 等 緊急性 実現性

登山者に対する情報提供（現地）

登山の頻度が高い地域関係者のパトロール員腕章の携行

パトロールの常駐

登山口での電光掲示板等による通行止めの通知

対 策 案

緊急性の分類 実現性の分類

対策の実施に向けた検討を始める時期・タイミング 対策の実施に向けた検討プロセスに要する期間

：すぐに着手すべき

： 年以内に着手すべき

：急がない

：実施する必要はない

：短期（ ～ 年程度）で実現可能

：中期（ ～ 年程度）での取り組みが必要

：長期（ 年以上）での取り組みが必要

：対策の実施は非常に困難

それぞれ ～ のいずれかを記入してください。
（別紙 ）

対 策 の 目 的 実 施 時 の 課 題 既 に 実 施 し て い る 対 策 の 内 容 等 今後の方向性

登山者に対する情報提供（現地）

人の目に留まりやすい箇所への注意標識の設置 危険箇所の明示による安易な進入の抑止、通過直前の引き締め
鴛泊コース合流点下部のみ、親知らず子知らずの注意標識は老朽化のため
解読不可。両コースとも登山口に危険個所の案内があるが、あまり読まれて

いないと思われる。

崩壊の可能性に関する情報提供 危険箇所の明示による安易な進入の抑止

主に合流点沓形側崩壊箇所について、各所情報掲示板、宿泊施設等にA3

サイズポスターを配布・掲示。各観光・宿泊施設等へのメール・登山情報ペー
パーによる情報提供

登山者に対する情報提供等（移動中・登山前の宿泊施設等）

必要な情報が網羅された資料を宿泊施設で配布
環境配慮行動・安全・自然環境に対する事前認識、事前認識による適切な
行動、事前情報提供網のひとつ

登山情報を発行し、全旅館・観光施設に配布しているが、内容の充実度につ
いては評価未実施。

対 策 案対 策 の 目 的 実 施 時 の 課 題 既 に 実 施 し て い る 対 策 の 内 容 等 今後の方向性

登山者に対する情報提供（現地）

人の目に留まりやすい箇所への注意標識の設置 危険箇所の明示による安易な進入の抑止、通過直前の引き締め
鴛泊コース合流点下部のみ、親知らず子知らずの注意標識は老朽化のため
解読不可。両コースとも登山口に危険個所の案内があるが、あまり読まれて

いないと思われる。

崩壊の可能性に関する情報提供 危険箇所の明示による安易な進入の抑止

主に合流点沓形側崩壊箇所について、各所情報掲示板、宿泊施設等にA3

サイズポスターを配布・掲示。各観光・宿泊施設等へのメール・登山情報ペー
パーによる情報提供

登山者に対する情報提供等（移動中・登山前の宿泊施設等）

必要な情報が網羅された資料を宿泊施設で配布
環境配慮行動・安全・自然環境に対する事前認識、事前認識による適切な
行動、事前情報提供網のひとつ

登山情報を発行し、全旅館・観光施設に配布しているが、内容の充実度につ
いては評価未実施。

対 策 案

今後の方向性の分類

：このまま継続

：改善が必要

：実施する必要はない（当初の目的を達成した）

（別紙 ）
～ のいずれかを記入してください。


